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広 　 報　 い 　 な　 が 　わ＜３＞ 平成１４年( 2 0 0 2年)２月１５日 ＜２＞

顔はポッチャリだけど、く

りんくりんのお目々と天然パ

ーマがカワイイでしょ！みん

な仲良くしてね！！

父　耕一・母　直美さん

葛西
かっさい

夏実
なつみ

ちゃん
1歳6カ月（白金）

中野
なかの

優希
ゆうき

ちゃん
1歳5カ月（紫合）

食べる事が好き、お砂遊び

好き、にゃんにゃん好き、絵

本も好き、でもパパとママが

一番好き！

父　伸彦・母　志麻さん

役役 場場 のの 仕仕 事事 はは ？？

【 2 3 】 消 防 本 部 の 紹 介

消防本部（署）では、次のような仕事を

しています。

〇火災予防対策の充実

平成1 3年の本町の火災件数は2 2件で、５

年ぶりに2 0件を超えました。全国的にも火

災件数が増加する傾向にあります。消防本

部では、昨年、死者4 4人を出した新宿歌舞

伎町の雑居ビル火災を教訓に、不特定多数

の人が出入するテナントビル、飲食店、ス

ーパー、病院などを対象に立入検査を実施

し、消防用設備の適正な維持管理、出火防

止対策の徹底、防火管理体制の充実強化な

どを指導するとともに、住民に対する広報

活動を通じて家庭における出火防止対策の

徹底を呼びかけ、防火意識の高揚を図って

います。

○消防の広域連携

同時多発火災、多数の負傷者が発生する

事故などに迅速に対応するため、伊丹市、

宝塚市、川西市および猪名川町の消防本部

で消防の広域連携に関する研究を行ってい

ます。すでに、昨年1 0月からは火災に関す

る相互応援の強化や消防職員の人事交流を

実施しています。今後は、救急に関する相

互応援の強化、特殊車両の広域的運用、消

防通信施設の共同運用など、迅速かつ効率

的な災害対応が実施できるよう調査研究を

進めます。

〇テロ対策の強化

アメリカにおける同時多発テロ事件を契

機に、国内のテロ行為に対する対応の強化

を図っています。サリン、炭疽菌などの生

物兵器を使用したテロ行為をはじめ様々な

テロ行為に対し、迅速かつ適切に対応でき

るよう関係機関との連携を強化するととも

に、必要な知識、対処方法などの研修を実

施しています。

〇自主防災組織の育成

震災の教訓を活かして発足した自主防災

組織（4 9組織）の活動を支援するため、防

災講習会、消火訓練、救急訓練などの指導

を行うとともに、自主防災研修会を開催し

てリーダーの育成に努めています。また、

町内の全自主防災組織に対し、防災資機材

の設置場所、避難所の位置、地域の危険カ

所、地域にある人材などを取りまとめた安

全・安心コミュニティファイルづくりを推

進し、地域の防災力や防災意識の高揚を図

っています。

問い合わせは、消防本部（�66－0119）へ。

�　
第
10
回
猪
名
川
オ
ー
プ
ン
卓
球
大

会
参
加
者
募
集

▽
と
き
　
３
月
24
日
（
日
）
午
前
９

時
〜▽

と
こ
ろ
　
猪
名
川
町
文
化
体
育
館

（
イ
ナ
ホ
ー
ル
）

▽
種
別
　
シ
ン
グ
ル
ス
お
よ
び
ダ
ブ

ル
ス
　
男
女
共
に
（
上
級
・
中
級
・
初

級
）▽

参
加
費
　
シ
ン
グ
ル
ス
＝
７
０
０

円
、
ダ
ブ
ル
ス
＝
１
組
８
０
０
円

▽
申
込
期
限
　
２
月
28
日

申
込
み
は
、
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号
・
種
別

を
記
入
し
、
上
畑
　
陽
治
宅
（
〒
６
６

６
・
０
２
３
４
猪
名
川
町
北
野
字
上
畑

81
・
１
�
66
・
８
９
１
０
）
へ
。

�　
第
７
回
猪
名
川
オ
ー
プ
ン
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
大
会

▽
と
き
　
３
月
10
日
（
日
）
午
前
９

時
〜▽

と
こ
ろ
　
猪
名
川
町
文
化
体
育
館

（
イ
ナ
ホ
ー
ル
）

▽
種
目
　
男
子
ダ
ブ
ル
ス
個
人
戦

１
部
・
２
部
　
女
子
ダ
ブ
ル
ス
個
人
戦

１
部
・
２
部

▽
参
加
費
　
成
人
ペ
ア
２
５
０
０

円
、
高
校
生
ペ
ア
１
５
０
０
円

▽
申
込
期
限
　
２
月
20
日

申
込
み
は
、
冨
田
宅
（
�
Ｆ
Ａ
Ｘ

66
・
４
５
８
５
夜
間
の
み
）
へ
。

住
民
自
治
お
よ
び
地
方
分
権
の
立

場
か
ら
市
町
合
併
・
広
域
行
政
の
問

題
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

し
ま
す
。

▽
と
き
　
３
月
２
日
（
土
）
午
後

１
時
30
分
〜
同
４
時
30
分
（
予
定
）

▽
と
こ
ろ
　
川
西
市
中
央
公
民
館

大
集
会
室
（
川
西
市
丸
の
内
）

▽
入
場
料
　
無
料

▽
内
容
　
第
１
部
＝
基
調
講
演

「
広
域
行
政
と
地
方
分
権
の
在
り

方
」
＝
松
本
誠
さ
ん
（
神
戸
新
聞
社

編
集
局
調
査
研
究
資
料
室
長
）

第
２
部
＝
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

阪
神
北
部
３
市
１
町
の
広
域
化
を
考
え
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

※65歳以上の方は、60～64歳の間に献血経験がある人に限ります。

問い合わせは、保健センター（�66－1000）へ。

献血にご協力を！
血液の成分から作られる血液

製剤は、手術やケガの治療に大

変有効なため、近年その需要が

増加しています。しかし一方で、

少子高齢化に伴い国内の献血者

数が減少し、十分な血液を確保

することが困難になりつつあり

ます。適切な医療を確保するた

め、皆さんのご協力をお願いし

ます。

�とき　３月７日（木）午前

1 0時3 0分～午後０時3 0分・午後

１時30分～同３時30分

�ところ　町役場玄関前

�対象・基準　下表の採血基

準にあてはまる健康な人

年　齢

体　重

年間献血数

年間総献血量

前回成分献血

前回200ml

前回400ml
献血の間隔

男性1，200ml以内・女性800ml

２００ｍｌ献血

16～69歳

男性45㎏以上

女性40㎏以上

男性６回以内

女性４回以内

４００ｍｌ献血

18～69歳

男女とも50㎏以上

男性３回以内

女性２回以内

男女とも２週間後の同じ曜日から献血可能

男女とも４週間後の同じ曜日から献血可能

男性は12週間後・女性は16週間後の同じ曜

日から献血可能

阪
神
北
部
３
市
１
町
の
潜
在
的
に

秘
め
て
い
る
活
力
を
引
き
出
す
た
め
、

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
代
表
な
ど
が

さ
ま
ざ
ま
な
提
言
を
行
い
、
行
政
と

地
域
社
会
の
協
力
体
制
を
模
索
す
る

機
会
と
し
ま
す
。

▽
と
き
　
２
月
16
日
（
土
）
午
後

２
時
〜
同
４
時
（
午
後
１
時
開
場
）

▽
と
こ
ろ
　
宝
塚
ソ
リ
オ
ホ
ー
ル

（
阪
急
宝
塚
駅
　
ソ
リ
オ
１
・
３
Ｆ
）

▽
入
場
料
　
無
料

▽
内
容
　
第
１
部
＝
基
調
講
演

課　
�　
「
緑
の
協
力
員
」
募
集

阪
神
北
地
域
に
設
置
し
て
い
る

「
緑
の
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
」
と
連
携
し
な

が
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
地

域
で
緑
化
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る

人
た
ち
の
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、

緑
化
活
動
の
輪
を
広
げ
て
い
た
だ
け

る
「
緑
の
協
力
員
」
を
募
集
し
ま
す
。

▽
任
期
　
２
年
（
平
成
14
年
４
月

〜
平
成
16
年
３
月
）

申
込
み
は
、
２
月
28
日
ま
で
に
産

業
課
に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
よ
り

同
課
へ
提
出
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
、
阪
神
北
県
民
局

県
民
生
活
部
環
境
課
（
�
０
７
９

７
・
83
・
３
１
４
６
）
お
よ
び
町
産

業
課
（
�
66
・
８
７
０
９
）
へ
。

カブトムシの幼虫の観察

と飼育方法を伝授します。

幼虫は１家族に１匹ずつさ

しあげます。また、周辺の

動植物の様子も観察しなが

ら、冬の自然に親しみます。

きっと楽しい発見がいっぱ

いあるよ。

�とき　３月３日（日）

午前 1 0時～午後０時 3 0分

※雨天決行

�ところ　青少年いこい

の家　（午前９時3 0分より

受付開始）

�対象　幼稚園児・小学

生とその保護者　 2 0家族

（先着順）

�持ち物　水筒、筆記用

具、大きめのビニール袋、

軍手

�参加費　１家族　3 0 0

円（保険代、資料代、当日

徴収）

申込み・問い合わせは、

２月1 8日午前９時から、電

話で社会教育課（ �6 7－

2600）へ。

�　
阪
神
地
区
　
労
働
問
題
の
合
同
総

合
相
談
会
「
し
ご
と
何
で
も
相
談
」

▽
と
き
　
２
月
20
日
（
水
）
午
前

10
時
〜
午
後
６
時

▽
と
こ
ろ
　
三
田
市
商
工
会
館
・

経
済
交
流
セ
ン
タ
ー
　
４
階
特
別
会

議
室
（
三
田
市
天
神
１
・
５
・
33
）

あ
ら
ゆ
る
労
働
問
題
に
つ
い
て
、

専
門
家
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

電
話
に
よ
る
相
談
（
相
談
無
料
・

秘
密
厳
守
）
も
受
付
て
い
ま
す
。

※
し
ご
と
に
関
す
る
情
報
（
求
人
情

報
）
も
提
供
し
ま
す
。

▽
相
談
機
関
　
①
伊
丹
労
働
基
準

監
督
署
　
②
神
戸
公
共
職
業
安
定
所

三
田
出
張
所
　
③
三
田
市
　
④
阪
神

南
北
労
働
相
談
「
し
ご
と
情
報
広
場
」

問
い
合
わ
せ
は
、
兵
庫
県
阪
神
北

県
民
局
商
工
労
政
課
（
�
０
７
９

７
・
83
・
３
１
５
５
）
へ
。

銀
山
青
木
坑
道
（
通
称
＝
「
青
木

間
歩
」
）
の
名
前
の
由
来
は
、
薬
用

植
物
と
し
て
利
用
さ
れ
る
ア
オ
キ
が

そ
の
周
辺
に
繁
茂
し
て
い
た
こ
と
か

ら
そ
の
名
が
付
い
た
と
い
う
説
も
あ

り
ま
す
。

そ
の
昔
、
人
が
鑿の

み
や
鏨

た
が
ねな

ど
を
使

っ
て
少
し
ず
つ
掘
っ
て
い
っ
た
旧
抗

と
、
日
本
鉱
業

昭
和
29
年
か
ら
48

年
ま
で
多
田
銀
銅
山
に
て
採
掘

が

機
械
を
使
用
し
て
掘
っ
た
新
坑
と
が

あ
る
の
で
、
比
較
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。ま

た
、
新
坑
の
中
に
入
る
と
、
今

で
も
鉱
脈
の
筋
を
観
察
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
教
育
委
員
会
で
は
、
児

童
生
徒
の
学
習
の
教
材
提
供
を
目
的

に
平
成
12
年
か
ら
平
成
13
年
11
月
30

日
ま
で
２
カ
年
継
続
事
業
で
、
青
木

間
歩
を
整
備
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
坑
道
内
へ
安
全
に
入
れ
る
よ
う
に

な
り
、
新
旧
抗
道
の
比
較
も
し
や
す

く
な
り
ま
し
た
。
金
山
彦
神
社
か
ら

直
接
青
木
間
歩
へ
つ
な
が
る
散
策
路

も
整
備
し
て
い
ま
す
の
で
、
銀
山
地

区
へ
の
ハ
イ
キ
ン
グ
の
際
に
は
、
一

度
見
学
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
青
木
間
歩
の
見
学
時
間
は

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
（
無

料
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
教
育
課

（
�
67
・
２
６
０
０
）
へ
。

ン
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
＝
松
本
誠

さ
ん
、
パ
ネ
ラ
ー
＝
若
松
正
勝
（
川

西
市
企
画
財
政
部
長
）
さ
ん
、
山
崎

サラリーマンや年金
所得者の申告など

日生中央サピエ
２階（ｷﾞｬﾗﾘｰ）

受 付 内 容 と き と こ ろ

小規模事業者や不動
産所得者の申告など

事業所得者や不動産
所得者の申告など

日生住民
センター

伊 丹 税 務 署
２月18日(月)

～３月15日(金)
午前９時～午後５時

２月25日(月)
～３月５日(火)

午前10時～午後３時

２月25日(月)

～３月５日(火)

午前10時～午後３時

※各会場とも、混雑した場合は、早めに受付を終了

する場合があります。

※正午から午後１時までと、土・日曜日は申告相談

を行っておりません。

※不動産や株式の譲渡、贈与税の申告は、税務署へ

お越しください。

※各会場の駐車場には、限りがありますのでバスな

どをご利用ください。

▽
募
集
人
数
　
１
人

▽
資
格
　
パ
ソ
コ
ン
を
操
作
し
指

導
が
で
き
る
人
。
普
通
自
動
車
運
転

免
許
所
持
者

▽
勤
務
時
間
　
１
日
８
時
間
以
内

（
月
〜
金
曜
日
の
週
５
日
）
雇
用
期
間

平
成
14
年
４
月
〜
平
成
15
年
３
月

▽
賃
金
　
月
額
16
万
７
２
０
０
円

申
込
み
は
、
市
販
の
履
歴
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
３
月
１
日
ま
で

に
学
校
教
育
課
（
�
66
・
６
０
０
０
）

へ
。

臨臨

時時

職職

員員

募募

集集

４
月
オ
ー
プ
ン
す
る
大
野
山
の
天

文
台
の
管
理
運
営
員
を
募
集
し
ま
す
。

▽
募
集
人
数
　
１
人

▽
募
集
期
間
　
２
月
15
日
〜
28
日

▽
応
募
資
格
　
天
体
に
興
味
が
あ

り
、
観
望
会
の
運
営
な
ど
来
館
者
に

説
明
が
で
き
る
人
（
３
月
に
近
隣
施

設
で
５
日
間
程
度
研
修
を
予
定
）

▽
勤
務
日
　
週
４
日
お
よ
び
祝
日

▽
勤
務
時
間
　
午
後
１
時
30
分
〜

同
９
時
30
分

▽
報
酬
額
　
日
額
８
千
円
程
度

▽
採
用
予
定
　
４
月
１
日

応
募
は
、
市
販
の
履
歴
書
に
写
真

を
貼
付
し
、
企
画
推
進
室
へ
持
参
ま

た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
後
日
面

接
に
よ
る
選
考
を
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
、
企
画
推
進
室

（
〒
６
６
６
・
０
２
９
２
（
住
所
不
要
）

�
66
・
８
７
１
１
）
へ
。

知
的
障
害
者
施
設
「
猪
名
川
園

（
清
水
）
」
で
は
、
職
員
を
募
集
し
ま

す
。▽

職
種
　
嘱
託
指
導
員
（
年
齢
不

問
）▽

学
歴
・
資
格
　
短
大
卒
以
上
、

▽
仕
事
の
内
容
　
校
舎
内
外
の
整

理
清
掃
、
小
営
繕
・
草
刈
・
剪
定
作

業
他▽

雇
用
期
間
　
平
成
14
年
４
月
〜

平
成
15
年
３
月

▽
賃
金
　
月
額
15
万
７
０
０
０
円

申
込
み
は
、
市
販
の
履
歴
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
３
月
１
日
ま
で

に
学
校
教
育
課
（
�
66
・
６
０
０
０
）

へ
。

教
員
・
保
育
士
・
福
祉
系
資
格
の
い

ず
れ
か
を
お
持
ち
の
人
で
普
通
自
動

車
運
転
免
許
証
所
持
者

▽
選
考
方
法
　
随
時
履
歴
書
持
参

の
際
に
面
談

▽
採
用
予
定
日
　
４
月
１
日

問
い
合
わ
せ
は
、
猪
名
川
園
（
�

69
・
１
１
８
６
）
へ
。

所所 得得 税税 のの 確確 定定 申申 告告 とと 町町 県県 民民 税税 のの
申申 告告 はは ３３ 月月 11 55 日日 まま でで

申申 告告 書書 はは 　　 自自 分分 でで 書書 いい てて 　　 おお 早早 めめ にに

支
局
・
販
売
店
に
あ
る
所
定
の
用
紙
に

戸
籍
抄
本
を
添
え
て
、
３
月
９
日
（
必

着
）
ま
で
に
郵
便
で
、
同
社
地
域
活
動

局
「
金
婚
夫
婦
祝
福
表
彰
式
」
係
（
〒

６
５
０
・
８
５
７
１
（
住
所
不
要
）
�

０
７
８
・
３
６
２
・
７
０
５
２
）
へ
。

�
第
24
回
阪
神
文
芸
祭
を
開
催

▽
と
き
　
２
月
23
日
（
土
）
午
後
１

時
〜▽

と
こ
ろ
　
尼
崎
市
立
労
働
福
祉
会

館
　
大
ホ
ー
ル

▽
内
容
　
表
彰
式
、
講
演
「
与
謝
野

晶
子
と
阪
神
」

▽
定
員
　
３
０
０
人
（
先
着
順
）

申
込
み
は
、
阪
神
南
文
化
振
興
団
体

連
絡
協
議
会
事
務
局
（
阪
神
南
県
民
局

内
�
06
・
６
４
８
１
・
４
６
２
９
）

へ
。

町
の
各
分
野
で
功
績
の
あ
っ
た
人

や
団
体
を
表
彰
す
る
町
表
彰
式
が
２

月
13
日
文
化
体
育
館
で
行
わ
れ
、
地

方
自
治
で
貢
献
の
あ
っ
た
２
人
に

「
顕
功
賞
」
、
地
域
の
発
展
と
住
民
福

祉
に
貢
献
の
あ
っ
た
８
人
に
「
ツ
ツ

ジ
賞
」
、
町
の
各
分
野
で
貢
献
の
あ
っ

た
21
人
に
「
感
謝
状
」
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
の
は
次
の

方
々
で
す
。（
順
不
同
・
敬
称
略
）

【
顕
功
賞
】

▽
中
元
一
二
三

（
川
西
市
）
▽
藤
田
義
夫
（
広
根
）

【
ツ
ツ
ジ
賞
】

▽
川
端
昭
春

（
紫
合
）
▽
平
尾
恒
夫
（
柏
原
）
▽

佐
々
木
加
代
（
北
野
）
▽
鵜
飼
晏
子

（
差
組
）
▽
松
尾
厚
子
（
松
尾
台
）
▽

下
浦
幸
子
（
槻
並
）
▽
松
田
優
子

（
下
阿
古
谷
）
▽
他
１
人
（
匿
名
希
望
）

【
感
謝
状
】

▽
奥
西
充
彦
（
杉

生
）
▽
加
味
稔
（
北
田
原
）
▽
角
光

雄
（
木
津
）
▽
福
武
正
能
（
原
）
▽

谷
本
光
雄
（
清
水
）
▽
福
田
利
夫

（
下
阿
古
谷
）
▽
小
中
耕
造
（
猪
渕
）

▽
頭
司
正
博
（
上
野
）
▽
福
井
敏
彦

（
仁
頂
寺
）
▽
橋
本
太
治
郎
（
差
組
）

▽
北
惠
子
（
原
）
▽
1
柴
朋
子
（
松

「
広
域
連
携
に
つ
い
て
」
＝
山
本
剛
郎

さ
ん
（
関
西
学
院
大
学
社
会
学
部
教

授
）
第
２
部
＝
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

テ
ー
マ
「
都
市
の
力
を
た
か
め
よ
う
」

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
＝
山
本
剛
郎
さ

ん
、
出
演
者
＝
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

代
表
者
な
ど

▽
主
催
　
伊
丹
・
川
西
猪
名
川
・

宝
塚
地
区
各
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

問
い
合
わ
せ
は
、
宝
塚
平
成
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
�
85
・
８
０
０
５
）

へ
。

平成13年分の所得税の確定申告と町県民税の申告がま

もなく始まります。

問い合わせは、伊丹税務署（�79－6121）または町税

務課（�66－8702）へ。

天
文
台
管
理
運
営
員

「
猪
名
川
園
」
職
員

情
報
教
育
指
導
員

▽
募
集
人
数
　
若
干
名

▽
資
格
　
40
歳
未
満
（
平
成
14
年

４
月
１
日
現
在
）
の
人
で
普
通
自
動

車
運
転
免
許
所
持
者

▽
勤
務
時
間
　
１
日
８
時
間
以
内

（
月
〜
金
曜
日
の
週
５
日
）

県
教
育
委
員
会
で
は
、
県
内
の
公

立
幼
稚
園
（
神
戸
市
立
を
除
く
）
で

実
施
す
る
初
任
者
研
修
に
係
る
非
常

勤
職
員
（
研
修
補
助
教
員
）
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

▽
勤
務
内
容
　
新
任
教
員
の
初
任

者
研
修
に
係
る
保
育
補
充
な
ど

▽
勤
務
条
件
　
年
間
10
日
、
月
１

日
程
度
、
１
日
８
時
間
（
１
時
間
あ

た
り
２
８
８
０
円
、
平
成
13
年
度
現

行
）交

通
費
は
、
支
給
限
度
額
の
範
囲

で
実
費
支
給

▽
資
格
　
幼
稚
園
教
諭
普
通
免
許

状
の
所
持
者
で
、
65
歳
未
満
の
者

申
込
み
は
、
学
校
教
育
課
備
付
け

の
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
３
月

15
日
ま
で
に
、
同
課
（
�
66
・
６
０

０
０
）
へ
。

学
校
校
務
員

公
立
幼
稚
園
の
非
常
勤
職
員

（
研
修
補
助
教
員
）

建
物
共
済
に
加
入
を

町
建
物
農
機
具
共
済
推
進
協
議

会
で
は
、
も
し
も
の
時
に
備
え
て
、

建
物
・
家
具
・
農
機
具
を
対
象
と

し
た
短
期
共
済
の
加
入
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
す
で
に
各
地
区
で
加

入
し
て
お
ら
れ
る
方
の
共
済
期
間

は
、
３
月
20
日
で
満
期
と
な
り
ま

す
。
忘
れ
ず
更
新
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
新
規
申
込
み
も
随
時
受
付

け
て
い
ま
す
。

申
込
み
は
、
各
地
区
の
農
会

長
・
建
物
推
進
員
、
ま
た
は
同
協

議
会
（
産
業
課
内
�
66
・
８
７
０

９
）
へ
。

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
広
域
フ
ォ
ー
ラ
ム

広
げ
よ
う
阪
神
北
部
街
づ
く
り
の
わ

〜
３
市
１
町
の
都
市
連
携
〜

�
神
戸
新
聞
「
金
婚
夫
婦
祝
福
表
彰

式
」
の
申
込
受
付

▽
と
き
　
５
月
12
日
（
日
）
午
後
１

時
〜▽

と
こ
ろ
　
西
宮
市
民
会
館

▽
対
象
　
昭
和
28
年
に
婚
姻
届
を
出

し
た
阪
神
地
域
に
在
住
で
、
同
居
の
夫

婦
申
込
み
は
、
神
戸
新
聞
社
の
総
局
・

�　
身
体
障
害
者
就
職
面
接
相
談
会

▽
と
き
　
３
月
５
日
（
火
）
午
後

１
時
30
分
〜
同
４
時
30
分

▽
と
こ
ろ
　
新
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ

ル
ホ
テ
ル
　
真
珠
の
間

▽
参
加
事
業
者
　
阪
神
間
お
よ
び

神
戸
姫
路
間
の
企
業
約
65
社

問
い
合
わ
せ
は
、
伊
丹
公
共
職
業

安
定
所
（
�
72
・
８
６
１
８
）
へ
。

電 話 番 号 が 変 わ り ま す

新規電気通信事業者のサービスの開始などに伴う

番号の需要増に備えて、番号容量を拡大する目的で、

下記のとおり電話等の番号を変更します。

�変更内容

（市外局番） （市内局番）（加入者番号）

（現在） ０７２７－△△－����
（市外局番）（市内局番）（加入者番号）

（変更後）０７２－７△△－����

�対象地域
池田市、箕面市、豊中市、豊能郡
猪名川町、伊丹市、川西市、宝塚市（一部）

�その他　基本料金等の電話料金やフリーダイヤ
ルなどの変更はありません

問い合わせは、総務省　近畿総合通信局　情報通
信部電気通信事業課（�06－6942－8518）へ。

昌
子
（
伊
丹
市
在
住
）
さ
ん
、
松
原

成
介
（
学
識
経
験
者
）
さ
ん

▽
主
催
　
阪
神
北
部
３
市
１
町
広

域
行
政
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
実

行
委
員
会

問
い
合
わ
せ
は
、
同
実
行
委
員
会

（
�
55
・
１
１
５
８
）
へ
。

尾
台
）
▽
四
方
由
美
子
（
松
尾
台
）
▽

1
木
俊
子
（
伏
見
台
）
▽
横
田
民
子

（
若
葉
）
▽
中
西
嘉
代
子
（
若
葉
）
▽

南
部
典
子
（
若
葉
）
▽
西
谷
八
郎
治

（
西
畑
）
▽
井
谷
恭
一
（
下
阿
古
谷
）

▽
前
田
宏
（
紫
合
）
▽
グ
リ
ー
ン
開
発

�
猪
名
川
グ
リ
ー
ン
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽

部
（
下
阿
古
谷
）

問
い
合
わ
せ
は
、
町
長
公
室
（
�

66
・
８
７
１
１
）
へ
。

平成14年11月３日（日）午前２時から

�青木間歩坑内整備

照明器具＝12カ所設置、坑内コンクリート舗装＝52�

門扉１カ所、鉱石の説明板設置１カ所

�青木間歩周辺整備

青木間歩から金山彦神社まで遊歩道設置123�

銀山川に架橋を１カ所設置、総合案内板１カ所設置

青木間歩から旧坑への遊歩道設置32�

�
青
木
間
歩
の
上
に
あ
る
、
そ
の
昔
鑿の

み
や
鏨

た
が
ねな

ど
を
使
っ

て
、
人
の
力
で
掘
っ
て
い
た
旧
坑

青木間歩整備の概要

▲
�
銀
山
青
木
間
歩
の
入
口

（
写
真
上
）
と
照
明
器
具
な

ど
整
備
が
行
き
届
い
た
内
部

（
写
真
右
）
の
様
子

ま
　
　
ぶ

子子 どど もも いい きき いい きき クク ララ ブブ

めめ ざざ せせ ！！ 昆昆 虫虫 博博 士士

�　
第
４
回
奥
猪
名
囲
碁
同
好
会
開
催

▽
と
き
　
３
月
９
日
（
土
）
午
後
１

時
〜
10
日
（
日
）
正
午

▽
と
こ
ろ
　
県
立
奥
猪
名
川
健
康
の

郷
▽
参
加
費
　
５
千
円
（
宿
泊
、
食
事

等
含
）

申
込
み
は
、
２
月
28
日
ま
で
に
電
話

で
同
健
康
の
郷
（
�
69
・
０
４
８
５
）

へ
。

Ｂ
＆
Ｇ
財
団
猪
名
川
海
洋
セ
ン
タ
ー
臨
時
休
館
日
の
お
知
ら
せ

▽
と
き
　
２
月
24
日
（
日
）
施
設
点
検
の
た
め
、
臨
時
休
館

問
い
合
わ
せ
は
、
同
セ
ン
タ
ー
（
�
67
・
４
１
０
０
）
へ
。


